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基本尺論定記録撮影装置について

1.はじめに

最近地震予知の研究に関連して地殻活構造の解明に

必要た活断層などの微細な変動量調査を行なう分野が多

くたってきておりこの動きの量を知るための一手法と

して精密尺(インバｰル尺:成分鉄64%ニッケル

36%炭素0.15～0.2劣性質比重7.9線膨脹係

数0.9×10■6程度)による直接測距の方法カミしばしば用

いられている.ここに紹介する基本尺論定記録装置は

所要点間測距の際尺の両端目盛を同時撮影し測長記

録を行なうものである.次にまず測長記録に関連した

事カミらについて概要を述べる.
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:オリンパスFT)をセットしシャッタｰ部に電磁

式レリｰズを取りつけてある.電源は測距間中央部

に平五3V5～7個を用いている.

(2〕インバｰル基線尺の両端点指標部

指標部の直ぐ上側に尺名目時測定回数表示具(サ

イコロ式:算用数字は第○測回○点の表示はその中･

の第○回目)指標の下側に時刻表示のための時計を

置いてある.温度計については輻射熱の影響があ

るとみて現在用いていたい.したカミってこれについ

ては当分の閲読取り記入を行なっている.

2.距離測定記録

歩測定は精密を要することから基線測量に準拠して

行なうものとレ基線尺数本(2～5本)をもって繰り

返し測る(25m基線尺の引張力10㎏)たお尺論定の際

尺をおよそ10mm程づつずらしたがら5回(ただし

最大値と最小値の差カミ0.2またはα3mm以内のもの5

個そろえる)論定を行ない次に尺両端の論定者は左右

入替って5回さらに尺両端を反転して前と同様繰り返

し測定を行なうしたがって1測距(25m点間距離)で

1本の尺について往復計4組20回また5本の尺をもっ

て測るときは計20組100回の論定を行なうことになる.

この論定回数は前に述べた採用値としての所要数である

か実測時は所要の採用値を得るのに3～5割方近い

余分た測定のロスをひきおこすことカミ多く測定者の身

心の疲労はきわめて大きい.このようた労力の負担を

軽減させるためまた現状記録というようた点について

これを光学的た記録処置を施すことにより改善する意図

をもって昭相44年末地質調査所内中庭に25m基線場を

設け両端点指標部に各々撮影機を取りつけたお同時

記録ができるように仕組み試験を行なった.その結果

およそ所期の目的を達することができた.このとき以

降当所で保有している尺について所内試験を行なうと

ともに2カ所の調査現地において本記録装置による

精密測距を試みたいへんよい成果をおさめている.

3.写真による記録装置の説明

(1)所内基線場に仕掛けた基本尺読定記録装置

ロングリｰト測台上に尺目盛記録用撮影機(カメラ

(3)実験地三浦半島横須賀市野比

北武断層の走る野比(四ツ田)地域における精密測距の

現場三脚に自在腕を取りつけ記録機をセットしてある.

(4)実験地房総半島千葉県安房郡三芳村

延命寺断層の所在する本織地域における精密測距現場

写真①地質調査所構内における基本尺論定記録装置�
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策1表

���

�≡�本記録装置による場合�測定者による場合�

���…一■一〇一一■■■�

I�測定に要する人員�記録者ユ名只中間保持者ユ名助�測定者ユ名記簿者ユ名只中間保持�

��手1～2名�者1名助手1～2名�

1I�1組(5回)の測定に要する回数�5回の記録でよい�1組(5回)分の採用値を得るのに7～8回位�

���の論定を行なう�

皿�1組(5回)の測定値を得るための所要時間�約1分�約4分�

���一'�

��記録(撮影)し現像(フイルム)後投�1■■左右両測定者による論定値を手薄者が記録�

1V�測定の結果�影機またはノトペにより読取りを行なって�し処理ナる�

��処理する�恋まの測定長を直ちに知ることが出来る■一■■�■

��回毎記録敢りのためのフイルム巻上げ�1mmの1/10を繰返し読み取るとき視�

V�測定時の疲労度�シャッタｰ切りの単純な操作を行たうので�神経を大いに貸すことからさらに五体の疲�

��さした疲労を憶えたい�れをもたらす�

��フイルム(現在11㎜のl/1サイズ便用)1こ��

VI�測定記録�よる現状記録を行なうしたホって測定�記簿者によって手薄に筆記する�

��時の再現をはかることが出来る��

でここの場合は測台部に直接本装置カミ取りつけられる

ようにたっている.

4.本記録装置利用の場合と測定者により直読を行なう

場合の比較

本装置利用の場合と人為的論定の場合についてその

大要を比較するとおよそ第1表のようにたる.

この表から本記録装置について長所と考えられる項目

を抜き書きすると

I測定に要する人員のうち1～2名の削減をはかることがで

きる

I[必要量の記録で要が足りる(記録結果は同一人が論定する

したがって読みの傾向が同じことから読み視差がたい)

皿速かに記録できる

w論定時における神経の負担が軽少である

V記録時を再現し得る

というようたことがあげられる.

次に短所と思われる点はVの速報性を欠くこと

また論定におよぶ以前の装置するための脚自在腕の

写真②指標部Om側尺名W416

指標部25In側尺名W416�
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写真③横須賀市野比における精密測距の現場

未完全による取り付け手間のかかることさらにせん細

た目盛部の記録を行なうことから記録用(カメラ)の性

能をよく知って置く必要があることなどこれらを含め

本装置を利用する場合におけるわずらわしさあるいは

欠点といったものとたろう.

5､むすび

前述の本装置と測定者による場合とについてそれぞ

れ長所また短所について述べた事がらは実際に測距を

行たおうとする場の諸種の条件によって大なり小なり価

値観を変える.したがって双方を比較した趣旨は若

し本装置を利用しようとする場合において指標として

の役に供されればというつもりでここに記した次第であ

る.現在当所においては測距の場が比較的短基線

であること加えて冒頭に述べた理由を合わせ考えた上

本装置を用いているカミこれを利用することにより比

1新刊紹介ミ

改訂図解ボｰリング便覧

ボｰリング技術に関する文献は単行本や論文の形ですぐれたものが数多

く発表され刊行されているが現場の第一線で実務にたずさわっているハン

ドルマンや初心者の方々が手軽に入手できすぐに役立つ本というのは意外

に見当らなかった､本書は近年ますますその応用範囲が広まりつつある

ボｰリング技術および装置について簡潔･明解な図解形式として全体を

まとめたユニｰク恋書である.

昭和43年に初版を発行して以来いわゆる“海洋ブｰム“が起こり最近

では産官学によるビッグプロジェクトが着実に推進されつつある.このよ

うな状勢を反映して本書に“海中ボｰリング““海底サンプラｰ“等の章

を新設しボｰリング機械グラウト工法等も増補改訂して刊行されたもの

である,付録に時用語集文献集付表等もあり現場技術者の実務書と

写真④千葉県延命寺における精密測距の現場

較的簡易にかつ適確た測定の記録が得られていることを

も追記しお知らせする.

たお本装置について改良のための今後の課題として

装置する手間のスピｰド化をはかるため自在性に富む

三脚あるいは取りつけ腕部などについて工夫を施すこと

また記録した測長がその場ですぐわかるようた方途を講

ずることたどがありこのような事がらについて善処す

ることにより機能の向上をはかる考えでいる1

本庁舎内25m基線場の測台基礎部は技術部試錐課技官小林

竹雄または測台指標部および尺の緊張装置は同部特殊技術

課技官和岡義一郎技官小川銀三技官竹内三郎の諾氏のご

協力により堅固かつ綴密につくられたもので尺試験を行な

った結果基線場の信頼度という点で高く評価されるものがあ.

り大いに利用させていただいているが改めてここに感謝の

意を表する次第です､(筆者らは地形課)

してまた初心者の教育用として好適次書といえよう,
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